


















2 　「県民計画」の策定をめぐる政策過程：2002 年 7 月～ 2003 年 4 月
（1）県知事選挙の帰趨と「第 1次提言書」の受容
（2）「県民計画」の内容をめぐる論議：先駆的施策の存続と削減目標を
めぐる非合意　　［以上，第 54 巻 3 号］
3　「県民計画」の実施から「温暖化対策条例」の制定に至る政策過程：       
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上記（本章 2（2）②および③参照）で見た修正および強化・拡充を経た「第
1次提言書」は，2003 年 5 月，「県民計画」として正式採択に至った。採択以降，
新設の企画局地球環境課を中心に，計画内容の実現が約 2年間にわたり模索さ
れた後，2005 年 5 月，田中知事は「温暖化対策条例」の制定を県環境審議会
に諮問した。





民計画」策定時は計 6名）。このうち「市民委員」は B氏，D氏，G氏の 3名（「県

































































































のため，木製ガードレール事業費は，2005 年 3 月の県議会土木委員会において，
当初予算案のうち設置費用が減額修正の上可決となった（事業費前倒しによる
























推移した。その上，2004 年 4 月，田中知事は，2002 年 12 月に企画局に設置の
地球環境課を廃止する組織再改編と，それに関連した人事異動を敢行した。こ
れにより，温暖化対策の所管は，知事により近い企画局ではなく，原課であ








































































例検討会」では，同年 12 月までの約 7ヶ月にわたる審議期間中，計 10 回の
公式会議，および，「関係団体との意見交換」（2日間），「地区説明会」（のべ



































































































































































nagano.jp/kankyo/kansei/ondan/jourei/kentou/8-gijiroku.pdf（2009年2月3日 参 照 ），pp.














































































































































130　前掲注125・「II長野県地球温暖化対策条例（仮称）の検討結果について」，p. 10。         








































































































































































145　同上，pp. 3 -4，26-7，19-22，および，前掲注110・第5回議事録，pp. 19-22。
146　同上。
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において行われ，2007 年 7 月から 2008 年 1 月までに計 4回の公式会議が催さ
れた。「改訂・専門委員会」の事務局は，生活環境部環境政策課がつとめた。「環
境政策課」は，2006 年 8 月の県知事選で田中の三選を阻止した村井仁（2006
年 9 月 1 日知事就任）による組織改正に伴い，それまでの「地球環境課」（後
の地球環境チーム）に代わって，温暖化問題の担当部課として設置されたもの
























































































































2008 年 2 月，「改定・専門委員会」でのおよそ 7ヶ月にわたる審議を経て，「県
民計画」は改定・公表された。改定手続上，上位機関の県環境審議会にて改訂
案の是非がはかられたが，ある委員は，そこでの内容に実質的修正を求めるよ
















































































































































































同課によるシミュレーションの結果は，上記 a）で見た改訂を施せば 2012 年































































































弱いネットワークを指す。たとえば，D. Marsh and R. A. W. Rhodes (1992)“Policy Com-
munities and Issue Networks: Beyond Typology”in D. Marsh and R. A. W. Rhodes, eds.,

























































































































































































・　2002 年 6 月 14 日，長野県温暖化防止活動推進センター，事務局職員
・　2002 年 6 月 14 日，信濃毎日新聞，記者
・　2002 年 6 月 25 日，ホテルメトロポリタン長野，信州・地球温暖化対策
研究会委員
・ 2002 年 7 月 11 日，長野県庁，長野県生活環境部職員（2名）
・ 2002 年 12 月 13 日，東京都新宿区アトレ四谷，信州・地球温暖化対策
研究会委員
・ 2003 年 5 月 16 日，信州大学，信州・地球温暖化対策研究会委員
・ 2003 年 5 月 23 日，長野県庁，信州・地球温暖化対策研究会委員および
長野県企画局職員
・ 2003 年 7 月 23 日，長野県庁，長野県企画局職員
・ 2007 年 2 月 13 日，長野県庁，長野県生活環境部職員
・ 2007 年 2 月 13 日，長野県諏訪合同庁舎，長野県企画局職員
・ 2007 年 5 月 7 日，長野県庁，長野県生活環境部職員（2名）
・ 2007 年 5 月 7 日，信州大学，長野県環境審議会地球温暖化対策検討会
委員長
・ 2007 年 5 月 8 日，小諸グランドキャッスルホテル，長野県環境審議会
地球温暖化対策検討会委員
・ 2007 年 5 月 8 日，長野県諏訪合同庁舎，長野県企画局職員
・ 2008 年 1 月 27 日，横浜市営地下鉄センター南駅前，長野県環境審議会
地球温暖化専門委員会委員
・ 2008 年 3 月 18 日，信州大学，長野県環境審議会地球温暖化対策検討会
委員　　　
・ 2008 年 4 月 2 日，テクノプラザおかや，長野県環境審議会地球温暖化
対策検討会委員
・ 2008 年 4 月 15 日，長野県庁，長野県環境部職員
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